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この製品は、関連する全ての欧州指令に適合していま
す。詳細についてはこの冊子の末尾にあるDOI適合
宣誓書をご覧ください。

はははじじじめめめににに
このロータリーカッティングデッキは、乗用型の装置に
取り付けて使用する専門業務用の製品であり、そのよ
うな業務に従事するプロのオペレータが運転操作するこ
とを前提として製造されています。この製品は、集約
的で高度な管理を受けているスポーツフィールドや商用
目的で使用される芝生に対する刈り込み管理を行うこと
を主たる目的として製造されております。本機は、雑草
地や道路わきの草刈り、農業用地における刈り取りな
どを目的とした機械ではありません。

この説明書を読んで製品の運転方法や整備方法を十
分に理解し、他人に迷惑の掛からない、適切で安全
な方法でご使用ください。この製品を適切かつ安全に
使用するのはお客様の責任です。

弊社のウェブサイト www.Toro.com で製品やアクセサリ
情報の閲覧、代理店についての情報閲覧、お買い上
げ製品の登録などを行っていただくことができます。

弊社のウェブサイト www.Toro.com で安全講習や運転
講習の狩猟、アクセサリ情報の閲覧、代理店につい
ての情報閲覧、お買い上げ製品の登録などを行って
いただくことができます。

整備について、また純正部品についてなど、分からな
いことはお気軽に弊社代理店またはカスタマーサービス
におたずねください。お問い合わせの際には、必ず製
品のモデル番号とシリアル番号をお知らせください。モ
デル番号とシリアル番号はカッティングユニット後部のカ
バーの下に取り付けた銘板に表示されています。いま
のうちに番号をメモしておきましょう。

モモモデデデルルル番番番号号号

シシシリリリアアアルルル番番番号号号

この説明書では、危険についての注意を促すための
警告記号図 1を使用しております。死亡事故を含む重
大な人身事故を防止するための注意ですから必ずお
守りください。
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図図図 1

1. 危険警告記号

この他に2つの言葉で注意を促しています。重重重要要要「重
要」は製品の構造などについての注意点を、注注注はその
他の注意点を表しています。
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安安安全全全にににつつついいいててて この機械は、EN ISO 5395:2013 規格およびANSI
B71.4-2012規格に適合しています。

安安安全全全ラララベベベルルルととと指指指示示示ラララベベベルルル

危険な部分の近くには、見やすい位置に安全ラベルや指示ラベルを貼付しています。破損し
たりはがれたりした場合は新しいラベルを貼付してください。

decal104-1086

104-1086

1. 刈高

decal93-7818

93-7818

1. 警告ブレードボルト/ナットは115-149N·m11.8-15.2kg·m =
85-110 ft-lbにトルク締めするトルク締めの方法については
オペレーターズマニュアルを読むこと。

decal117-4764

117-4764

1. 異物が飛び出す危険人を近づけないこと。
2. 刈り込み刃で手や指を切断する危険 可動部に近づかないこ

と。すべてのガード類を正しく取り付けて使用すること。

3. 刈り込み刃で足を切断する危険 可動部に近づかないこと。
すべてのガード類を正しく取り付けて使用すること。
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組組組みみみ立立立ててて
そそそののの他他他ののの付付付属属属品品品

内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

CE 用ステッカー 1 CE諸国の規格に適合させる場合にカッティングデッキに貼
付する。

オペレーターズマニュアル 1 運転前によく読んでください。

パーツカタログ 1 交換部品のお求めにお使いください。

キキキャャャリリリアアアフフフレレレーーームムムををを調調調整整整すすするるる
グググララランンンドドドマママスススタタターーー 3500-D ととと
3500-Gのののみみみ
前前前カカカッッッテテティィィンンングググデデデッッッキキキををを調調調整整整すすするるる
前カッティングデッキと後カッティングデッキではアーム
への取り付け位置が異なります。前カッティングデッキ
には2ヶ所の取り付け位置があり、刈り高とデッキに必
要な回転角度によって取り付け位置を選びます。

1. 刈り高設定を 2076 mm として使用する場合に
は、前側の低い取り付け穴にキャリアフレーム
を取り付けます図 2。

注注注 カッティングデッキをこの位置に取り付けておく
と、急な上りマウンド状の地形に対してデッキが
より高く移動することができます。ただし、マウン
ドの頂上部を乗り越えるときの、チェンバとキャリ
アとの間の隙間は小さくなります。
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図図図 2

1. 前デッキ用取り付け穴上穴 3. 後デッキ用取り付け穴
2. 前デッキ用取り付け穴下穴

2. 刈り高設定を 63100 mm として使用する場合に
は、前側の高い取り付け穴にキャリアフレーム
を取り付けます図 2。

注注注 カッティングデッキをこの位置に取り付けておく
と、チェンバの位置が高くなる分だけキャリアと
の間の隙間は小さくなりますが、上方への移動
距離は小さくなります。

後後後ろろろのののカカカッッッテテティィィンンングググデデデッッッキキキののの調調調整整整

前カッティングデッキと後カッティングデッキではアーム
への取り付け位置が異なります。後カッティングデッキ
の取り付け位置は一箇所のみで、フレーム下のサイド
ワインダーに整列させて取り付けます。

後カッティングデッキは、刈り高に関係なく後側の取り
付け穴を使って取り付けます図 2。

刈刈刈りりり高高高ををを調調調整整整すすするるる
重重重要要要 こここのののカカカッッッテテティィィンンングググデデデッッッキキキをををリリリーーールルル式式式ののの芝芝芝刈刈刈りりり機機機ととと同同同
じじじ刈刈刈りりり高高高ににに設設設定定定しししたたた場場場合合合、、、実実実際際際ののの刈刈刈りりり高高高はははリリリーーールルルモモモアアア
よよよりりりももも約約約 6 mm低低低くくくなななるるるのののががが普普普通通通ででですすす。。。従従従っっっててて、、、同同同じじじ場場場
所所所ををを同同同じじじ刈刈刈りりり高高高ででで刈刈刈りりりたたたいいい場場場合合合にににははは、、、こここのののデデデッッッキキキののの刈刈刈りりり
高高高設設設定定定ををを 6 mm高高高くくくすすするるるここことととををを考考考慮慮慮しししてててくくくだだださささいいい。。。

重重重要要要 後後後デデデッッッキキキににに作作作業業業ををを行行行ううう場場場合合合にににははは、、、トトトラララクククタタタかかか
ららら外外外しししててて行行行ううう方方方がががずずずっっっととと簡簡簡単単単ででですすす。。。サササイイイドドドワワワイイインンンダダダ
Sidewinder®ををを装装装備備備しししててていいいるるる場場場合合合にににははは、、、カカカッッッテテティィィンンングググ
デデデッッッキキキををを右右右側側側にににスススララライイイドドドさささせせせ、、、後後後カカカッッッテテティィィンンングググデデデッッッキキキををを外外外
ししし、、、機機機体体体ののの右右右側側側ににに引引引ききき出出出すすすのののががが最最最ももも簡簡簡単単単ででですすす。。。

1. カッティングデッキを降下させ、エンジンを止め、
スイッチからキーを抜き取る。

2. 各刈り高ブラケットを刈り高プレート前と右と左に
固定しているボルトをゆるめる図 3。

3. まず前から調整を始めるので、ボルトを外す。
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図図図 3

1. 刈高ブラケット 3. スペーサ

2. 刈高プレート

4. チェンバを支えておきながらスペーサを取り外
す図 3。

5. 希望の刈り高にチェンバを合わせ、その刈り高の
穴とスロットにスペーサを通す図 4。

g011345

図図図 4

6. プレートとスペーサを整列させる。

7. ボルトを仮止め指締めする。

8. デッキの左右でも上記 4-7の調整を行う。
9. 全部のボルトを 41 N·m 4.2 kg.mにトルク締めす

る。必ず、前のボルトを先に締めること。

注注注 刈り高の変更が38 mm 以上の場合例えば
31 mmから 70 mmへ変更する場合には、一度
に変えるのでなく、中間の刈り高に一度セットし
て、それから目的の刈り高に変えるというよう
に 2段階で変更しないと、スペーサがうまく入ら
ない場合があります。

ロロローーーラララスススクククレレレーーーパパパオオオプププシシショョョンンンののの
調調調整整整
オプションの後ローラスクレーパは、ローラと平行に、
0.51.0 mm の隙間を開けてセットするのが最も良い
設定です。

1. グリス・ニップルと取り付けねじを外す図 5。
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図図図 5

1. ローラ・スペーサ 3. グリス・ニップル

2. 取り付けネジ

2. スクレーパを上下させて、ロッドとローラとの間の
すき間を0.51.0 mm に調整する。

3. グリス・ニップルとねじを交互に締め付けながら、
最終的に41 N·m 4.2 kg.mにトルク締めする。

マママルルルチチチンンングググバババッッッフフフルルルオオオプププシシショョョ
ンンンののの取取取りりり付付付けけけ
1. チェンバの後壁および左側面の壁についている取

り付け穴を十分に清掃して異物を取り除く。

2. 後部の取り付け穴にマルチングバッフルを取り付
け、フランジヘッドボルト 5本で固定する図 6。

g011347

図図図 6

1. マルチングバッフル

3. どのマルチングバッフルもブレードに触れていな
いこと、また後チェンバ壁面の内側にはみ出てい
ないことを確認する。

警警警告告告
ハハハイイイリリリフフフトトトブブブレレレーーードドドでででののの刈刈刈りりり込込込みみみにににマママルルルチチチンンングググ
バババッッッフフフルルルををを使使使用用用しししてててはははななならららななないいい。。。ブブブレレレーーードドドががが折折折
れれれててて人人人身身身事事事故故故にににいいいたたたるるる危危危険険険がががあああるるる。。。
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製製製品品品ののの概概概要要要

仕仕仕様様様
注注注 仕様および設計は予告なく変更される場合があり
ます。

寸寸寸法法法諸諸諸元元元概概概算算算値値値

長さ 86.4 cm

幅 86.4 cm

高さ 24.4 cmキャリア・マウントまで
26.7cm刈高 18mm のとき
34.9cm刈高 102mm のとき

重量 88 kg

アアアタタタッッッチチチメメメンンントトトとととアアアクククセセセサササリリリ

トロが認定した各種のアタッチメントやアクセサリがそ
ろっており、マシンの機能をさらに広げることができま
す。詳細は弊社の正規サービスディーラ、または代
理店へお問い合わせください。www.Toro.comでもす
べての認定アタッチメントとアクセサリをご覧になるこ
とができます。

運運運転転転操操操作作作
注注注前後左右は運転位置からみた方向です。

ブブブレレレーーードドドののの選選選択択択

標標標準準準コココンンンビビビネネネーーーシシショョョンンンセセセイイイルルル

草の状態に関係なく、非常に効率よく草を立たせ、刈り
かすをきれいに分散させます。立ち上げをより強くある
いは弱く、また排出速度をより強くあるいは弱くしたい場
合には、別種類のブレードの使用を考慮してください。

特特特徴徴徴ほとんどの条件で効率よく草を立たせ、刈りかす
をきれいに分散させる。

山山山形形形セセセーーールルル

このブレードは、一般的には低い刈り高19 mm64 mmに
向いています。

特特特徴徴徴

• 刈り高を低くしても、刈りかすが均一に散る。

• 刈りかす左側へ片寄る傾向が抑えられるので、バ
ンカーやフェアウェイの周りがきれいに見える。

• 密集した芝で刈り高が低い方が小さなパワーで刈
れる。

ハハハイイイリリリフフフトトト平平平行行行セセセイイイルルル

高い刈り高70 mm100 mmに向いています。

特特特徴徴徴

• 上昇気流も排出速度も大きい。

• 密度の低い芝生や柔らかい芝生で刈り高を高くした
ときに、芝草をしっかりと立たせる。

• 濡れてくっつきやすくなった刈りかすを効率良く排出
し、デッキが詰まりにくい。

• 運転に大きなパワーを必要とする。

• 刈りかすが左側へ片寄る傾向が強いので、刈り高
が低いと刈りかすが畝状にたまりやすい。

警警警告告告
ハハハイイイリリリフフフトトトブブブレレレーーードドドでででののの刈刈刈りりり込込込みみみにににマママルルルチチチンンングググバババッッッフフフ
ルルルををを使使使用用用しししてててはははななならららななないいい。。。ブブブレレレーーードドドががが折折折れれれててて人人人身身身
事事事故故故にににいいいたたたるるる危危危険険険がががあああるるる。。。
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アアアトトトミミミッッックククブブブレレレーーードドド

落ち葉のマルチングに素晴らしい性能を発揮するブ
レードです。

特特特徴徴徴 落ち葉のマルチングに最適

ヒヒヒンンントトト

刈刈刈りりり込込込みみみははは芝芝芝ががが乾乾乾いいいててていいいるるる時時時ににに

刈り込みは、朝露を避けて遅めの午前中か、直射日
光を避けて午後遅くに行いましょう。露があると草がか
たまりになりやすく、また刈りたての草は強い直射日
光に当たるとダメージを受けます。

条条条件件件ににに合合合っっったたた刈刈刈りりり高高高ののの設設設定定定ををを

一度に切り取る長さは25 mm以内に抑えましょう。草丈
の1/3 以上は刈り取らないのが原則です。成長期の
密生している芝生では刈り高設定をさらに一目盛り上
げる必要があるかもしれません。

いいいつつつももも鋭鋭鋭利利利なななブブブレレレーーードドドををを使使使うううこここととと

刃先が鋭利であれば、芝草の切り口もきれいです。切
れ味の悪い刃先は芝草を引きちぎるので、切り口が茶
色に変色し、芝草の成長を悪くし、また病気にもかか
りやすくなります。ブレードの状態が良いこと、また、
セール部分にまったく欠落がないことが大切です。

デデデッッッキキキのののコココンンンデデディィィシシショョョンンンををを確確確認認認しししままましししょょょううう

デッキのチェンバブレードのある空間を良いコンディショ
ンに維持してください。チェンバの内部が曲がっていた
りしたら、元通りに修正し、ブレードとチェンバの壁との
間に十分なすきまを確保してください。

作作作業業業後後後ののの洗洗洗浄浄浄ととと点点点検検検

きれいな刈りあがりを維持するために、カッティングデッ
キの裏側をきれいに洗浄してください。刈りカスがこ
びりつくと、刈り込みの性能が十分に発揮されなくな
ります。
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アアアクククセセセサササリリリののの選選選択択択

オオオプププシシショョョンンン機機機器器器ののの構構構成成成

アアアンンングググルルル・・・セセセーーールルル・・・ブブブレレレーーー
ドドド

ハハハイイイリリリフフフトトトパパパラララレレレ
ルルルセセセイイイルルルブブブレレレーーードドド
マママルルルチチチンンングググバババッッッフフフルルル
ととと同同同時時時ににに使使使用用用しししななないいいこここととと)

マママルルルチチチンンングググバババッッッフフフルルル ロロローーーラララ・・・スススクククレレレーーーパパパ

刈高 194.4 mm ほとんどの場合に推奨 密度の低いまたはまばら
な草地で使用可能

刈高 5064 mm 密度の高いまたはよく繁
茂した草地に推奨

密度の低いまたはま ば
らな草地に推奨

刈高 70100 mm よく茂った草地で使用可
能

ほとんどの場合に推奨

寒地型の芝草を少なく
とも週 3 回刈る 草丈
の1/3 以上を切 り込ま
ない場合に刈りカスの
分散をきれいにする。
ハハハイイイリリリ フフフトトト・・・ブブブレレレーーードドドととと共共共
用用用ででできききななないいい

落ち葉のマルチング マルチングバッフルの使
用を推奨

使使使用用用禁禁禁止止止 コンビネーションセイルま
たはアングルセイルとの
み使用可能

ローラに刈りかすがこび
りつく、刈りかすが広く平
らにかたまって残るなど
の場合にはいつでも使用
してよい。場合により、
刈りかすの塊が増える場
合がある

長所 低い刈高で刈りか
すを均等に分散。
バンカーやフェア
ウェイまわりでの仕
上がりがきれい。
パワー消費が少ない

草をしっかり立た
せ、排出力も強い
密度の低いまばらな
ターフを高い刈高で
刈り込むことができる
ぬれてべたつく刈りかす
も効率よく排出する

用途により刈りかすの分
散をきれいにし刈り上が
りを美しく見せることがで
きる。落ち葉のマルチン
グに非常に効果がある。

ローラへの刈りかすのこ
びりつきを減らす。

短所 刈高が高いと十分に
草を立たせられない
草がぬれているとデッ キ
裏側にこびりついて刈り
上がりが悪くなりパワー
消費も増える

用途によってはパ
ワー消費が大きくなる
旺盛に成長した草を低く
刈ると刈りかすがうね状
にあつまる傾向が出る
マママルルルチチチンンングググバババッッッフフフルルルととと一一一
緒緒緒ににに使使使用用用しししななないいいこここととと

一度に大量の草を処理し
ようとするとデッキ内部に
たまりを作る。
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保保保守守守
注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

推推推奨奨奨ささされれれるるる定定定期期期整整整備備備作作作業業業
整整整備備備間間間隔隔隔 整整整備備備手手手順順順

使用するごとまたは毎日 • ブレードの停止に要する時間を確認します。

50運転時間ごと • ベアリングのグリスアップ

注注注意意意
始始始動動動キキキーーーをををつつつけけけたたたままままままにににしししててておおおくくくととと、、、誰誰誰でででもももいいいつつつでででもももエエエンンンジジジンンンををを始始始動動動さささせせせるるるここことととがががでででききき、、、危危危険険険ででであああるるる。。。

整整整備備備・・・調調調整整整作作作業業業ののの前前前にににははは必必必ずずずエエエンンンジジジンンンををを停停停止止止ししし、、、キキキーーーををを抜抜抜いいいててておおおくくくこここととと。。。点点点火火火コココーーードドドががが点点点火火火プププラララグググににに
触触触れれれななないいいよよようううににに十十十分分分離離離しししててておおおくくくこここととと。。。

カカカッッッテテティィィンンングググデデデッッッキキキ・・・サササーーービビビススス
ラララッッッチチチののの使使使用用用方方方法法法グググララランンンドドドマママススス
タタターーー 3500-D ととと 3500-Gのののみみみ
刈り込みデッキの整備を行う際には、事故防止のため
に整備用ラッチを使用してください。

1. サイドワインダーを使ってデッキを中央にセッ
トする。

2. カッティングデッキを移動走行位置に上昇させる。

3. 駐車ブレーキをセットし、エンジンを止める。

4. 前のキャリアフレームリテーナからラッチのロッド
図 7を外す。

g011350

図図図 7

1. 整備用ラッチのフック

5. 前カッティングデッキの外側を持ち上げ、運転
台前部のフレームについているピンにラッチを
掛ける図 7。

6. 運転席に座りし、エンジンを始動させる。

7. カッティングデッキを刈り込み位置に下降させる。

8. エンジンを止め、キーを抜き取る。

9. カッティングデッキを外す時は上記と逆の手順
で行う。

ベベベアアアリリリンンングググのののグググリリリスススアアアッッップププ
整整整備備備間間間隔隔隔: 50運転時間ごと

各カッティングデッキについているスピンドルに2ヶ所の
グリスニップルがあります。どちらのニップルからグリス
を注入してもかまいません。通常の使用では 50運転
時間ごとに、リチウム系汎用2号グリスまたはモリブデ
ン系グリスを使って、ブレードスピンドル・ベアリング図
8の潤滑を行います。スピンドルハウジングの底デッキ
の下にありますから少量のグリスがはみ出てくるまでポ
ンプでグリスを注入してください。

g011348

図図図 8

各カッティングデッキについている後ローラごとに2ヶ所
のグリスニップルがあります。通常の使用では 50運
転時間ごとに、リチウム系汎用2号グリスまたはモリブ
デン系グリスを使って、後ローラ・ベアリング図 9の潤
滑を行います。
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g011349

図図図 9

重重重要要要 ロロローーーラララマママウウウンンントトトのののグググリリリススス注注注入入入用用用溝溝溝ととと、、、ロロローーーラララシシシャャャ
フフフトトト端端端部部部のののグググリリリススス注注注入入入穴穴穴をををそそそろろろえええててて注注注入入入しししてててくくくだだださささいいい。。。
ロロローーーラララシシシャャャフフフトトトののの片片片方方方ののの端端端部部部ににに合合合わわわせせせマママーーークククがががつつついいいててていいい
ままますすすのののででで、、、こここれれれををを利利利用用用すすするるるとととよよよいいいでででしししょょょううう。。。

カカカッッッテテティィィンンングググデデデッッッキキキののの取取取りりり外外外ししし
1. 平らな場所に駐車し、カッティングデッキを降下さ

せ、エンジンを停止して駐車ブレーキを掛ける。

2. デッキから油圧モータを外す図 10。異物がつ
かないように、スピンドル上部にはカバーを掛
けておく。

g011351

図図図 10

1. モータ取り付けねじ

3. デッキのキャリア・フレームを昇降アームのピボッ
ト・ピンに固定しているリンチ・ピンGM4700の場
合はリテーナ・ナットを外す図 11。

g011352

図図図 11

1. リンチ・ピン 2. 昇降アームのピボットピン

4. トラクションユニットからカッティングデッキを引き
出す。

トトトラララクククシシショョョンンンユユユニニニッッットトトへへへのののカカカッッッ
テテティィィンンングググデデデッッッキキキののの取取取りりり付付付けけけ
1. 平らな場所に駐車し、エンジンを停止する。

2. カッティングデッキをトラクションユニットの前に
置く。

3. デッキのキャリアフレームを昇降アームのピボット
ピンにセットする。リンチピンまたはリテーナナット
GM 4700の場合で固定する図 11。

4. デッキに油圧モータを取り付ける図 10。Oリング
を忘れずに、また、損傷させないよう注意して
取り付ける。

5. スピンドルにグリスを注入する。

ブブブレレレーーードドド回回回転転転面面面ののの管管管理理理
カッティングデッキは出荷時に、刈り高 50 mm、ブレー
ドレーキ 7.9 mmに調整されています。また、左右の高
さの差も、互いの ±0.76 mm以内に調整されています。
カッティングデッキは、ブレードが当たってもチェンバに
変形が発生しない強度を持っています。しかし、硬い
ものがぶつかった後には、ブレードに破損が発生して
いないか、また、ブレードの回転面に狂いが発生して
いないか、必ず点検してください。

ブブブレレレーーードドド回回回転転転面面面ののの検検検査査査
1. デッキから油圧モータを外し、カッティングデッ

キをトラクタから外す。

2. ホイストを使うか少なくとも2人がかりでカッティン
グデッキを平らな作業台の上に載せる。

3. ブレードの片方の端にマジックなどで印をつけ
る。以後、高さの点検はすべてこの印のつい
た側で行う。
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4. ブレードの印の付いているほうの端部を12時の位
置車両進行方向に向け図 12、作業台の表面か
らブレードの切っ先までの高さを測定する。

g011353

図図図 12

5. 印の付いている端部を3時の位置と9時の位置に
向けて図 12それぞれ高さを測定する。

6. 12時位置での測定値を、刈り高の設定値と比較
する。2つの値の差が 0.76 mm以内であれば合
格とする。3時の位置と 9時の位置での測定値
は、12時の値よりも 3.8 ± 2.286 mm高く、左右
の値の差が 2.3mm以内であれば合格とする。

上記の範囲から外れている場合には、13ページの「ブ
レード回転面の調整」を行ってください。

ブブブレレレーーードドド回回回転転転面面面ののの調調調整整整
まず前を調整する度に1つのブラケットを調整する。
1. 刈り高ブラケット前、左、右のうち1つをデッキの

フレームから外す図 13。
2. デッキのフレームとブラケットとの間に 1.5 mm ま

たは 0.7 mmのシムを入れて調整する図 13。

g011354

図図図 13

1. 刈高ブラケット 2. シム

3. 余ったシムを刈り高ブラケットの下に入れ、刈り
高ブラケットをデッキのフレームに取り付ける。

4. ソケットヘッドボルト/スペーサとフランジナットを
固定する。

注注注 ソケットヘッドボルトとスペーサとは、デッキフ
レームの内側に落ちないようにロクタイトで接着
しています。

5. 12時位置での高さを測定し、必要に応じて調整
を行う。

6. 左右の刈り高ブラケットの両方ともに調整が必要
か、片方のみの調整でよいか判断する。3時ま
たは9時での測定値が、新たに計測した12時で
の値よりも 3.8 mm ± 2.2 mm高い場合には、そ
の側の調整は不要である。反対側を調整して、
適正側の測定値との差を ±2.2 mm以内にする。

7. 上記13を繰り返して左右の刈り高ブラケットに必
要な調整を行う。

8. キャリッジボルトとフランジ・ナットを固定する。

9. もう一度、12時、3時、9時位置で高さの測定を
行って確認する。

ブブブレレレーーードドドののの取取取りりり外外外ししし
ブレードが堅いものに当たった、バランスが取れてい
ない、磨耗した、曲がったなどの場合には新しいもの
と交換してください。安全を確保し、適切な刈りを行う
ために、ブレードは必ず Toro社の純正品をお使いく
ださい。他社のブレードを使用すると危険な場合があ
りますから絶対にやめてください。

1. カッティングデッキを一番高い位置まで上昇さ
せ、エンジンを停止し、駐車ブレーキを掛ける。
カッティングデッキが落下しないように支持ブロッ
クでサポートする。

2. ぼろきれや厚いパッドの入った手袋を使ってブ
レードの端部をしっかり握る。スピンドルのシャ
フトからブレードボルト、芝削り防止カップ、ブ
レードを取り外す図 14。

g011355

図図図 14

1. ブレードボルト 2. 芝削り防止キャップ

3. ブレードを取り付ける時は、セール立ち上がっ
ている部分がカッティングデッキの天井を向くよ

11
 



うに取り付け、芝削り防止カップをつけてブレー
ド・ボルトで固定する図 14。各ブレード・ボルト
を 85110 ft.-lb115150 N·m = 11.815.2 kg.mに
トルク締めする。

危危危険険険
磨磨磨耗耗耗ののの進進進んんんだだだブブブレレレーーードドドややや破破破損損損しししたたたブブブレレレーーードドドははは、、、回回回
転転転中中中にににちちちぎぎぎれれれててて飛飛飛びびび出出出すすす場場場合合合がががああありりり、、、こここれれれががが起起起こここ
るるるとととオオオペペペレレレーーータタタややや周周周囲囲囲ののの人人人間間間ににに多多多大大大ののの危危危険険険ををを及及及ぼぼぼ
ししし、、、最最最悪悪悪ののの場場場合合合にににははは死死死亡亡亡事事事故故故とととなななるるる。。。

• ブブブレレレーーードドドががが磨磨磨耗耗耗ややや破破破損損損しししててていいいななないいいかかか定定定期期期的的的ににに点点点
検検検すすするるるこここととと。。。

• 破破破損損損しししたたたりりり割割割れれれたたたりりりしししたたたブブブレレレーーードドドははは絶絶絶対対対ににに溶溶溶
接接接ででで修修修理理理しししななないいいこここととと。。。

• 磨磨磨耗耗耗しししたたたりりり破破破損損損しししたたたりりりしししたたたブブブレレレーーードドドははは必必必ずずず交交交換換換
すすするるる。。。

ブブブレレレーーードドドののの点点点検検検ととと研研研磨磨磨
1. カッティングデッキを一番高い位置まで上昇さ

せ、エンジンを停止し、駐車ブレーキを掛ける。
カッティングデッキが落下しないように支持ブロッ
クでサポートする。グランドマスター 3500-D と
3500-Gでは、サービスラッチを使用してデッキ
を固定する。

2. ブレードの切っ先を注意深く観察、特に、直線部
と曲線部が交わる部分をよく観察する図 15。こ
の、直線部と曲線部の交差域は、砂などによる
磨耗が進みやすい部分なので、機械を使用する
まえによく点検することが必要。磨耗が大きい場
合には図 15危険であるから交換する「ブレード
の取り外し」を参照。

危危危険険険
ブブブレレレーーードドドののの磨磨磨耗耗耗ををを放放放置置置すすするるるととと、、、ブブブレレレーーードドドのののセセセーーー
ルルル部部部ととと平平平坦坦坦部部部とととののの間間間ににに割割割れれれ目目目ががが発発発生生生すすするるる図図図
15。。。こここののの割割割れれれ目目目ががが拡拡拡大大大すすするるるととと、、、最最最終終終的的的にににははは
ブブブレレレーーードドドがががちちちぎぎぎれれれてててハハハウウウジジジンンングググののの下下下かかかららら飛飛飛びびび
出出出ししし、、、こここれれれがががオオオペペペレレレーーータタタややや周周周囲囲囲ののの人人人ににに重重重大大大
ななな人人人身身身事事事故故故とととなななるるる。。。

• ブブブレレレーーードドドががが磨磨磨耗耗耗ややや破破破損損損しししててていいいななないいいかかか定定定期期期
的的的ににに点点点検検検すすするるるこここととと。。。

• 磨磨磨耗耗耗しししたたたりりり破破破損損損しししたたたりりりしししたたたブブブレレレーーードドドははは必必必ずずず
交交交換換換すすするるる。。。

g006924

図図図 15

1. 刃先 3. 磨耗や溝や割れの発生
2. セール部

3. 全部のブレードの切っ先を丁寧に点検する。切っ
先が鈍くなっていたり欠けていたりした場合には
研磨する。研磨は刃先の上面だけに行い、刃
の元々の角度を変えないように十分注意する図
16。ブレードの左右を均等に削れば、バランスを
狂わすことなく研磨を行うことができる。

g006926

図図図 16

1. この角度を変えないように研磨すること

4. ブレードが真っ直ぐか曲がっているかを点検する
には、平らな面において端部を観察する。ブレー
ドの両端部が中心部よりもわずかに下がってお
り、刃部がブレードのヒール部かかと、後部より
も下がっているのが正しい形状である。このよう
な形状であれば、刈りあがりがきれいで、しかも
エンジンのパワーを浪費しない。逆に、両端部
が中央部よりも高くなっていたり、刃部がヒール
部よりも高くなっている場合、そのブレードは変
形しているので交換すること。

5. ブレードを取り付ける時は、セール立ち上がって
いる部分がカッティングデッキの天井を向くように
取り付け、芝削り防止カップをつけてブレード・ボ
ルトで固定する。各ブレード・ボルトを 85110 ft.-lb
115150 N·m = 11.815.2 kg.mにトルク締めする。

ブブブレレレーーードドドののの停停停止止止ににに要要要すすするるる時時時間間間
ををを確確確認認認すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日
ブレード回転スイッチを にしてからおよそ 5秒以内に
カッティングデッキのブレードが完全に停止する必要が
あります。
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注注注 ブレードが物を跳ね飛ばしたりホコリを巻き上げたり
しないよう、この点検は、きれいに刈り込んだターフの
上または平らな床の上で行ってください。

停止時間を確認する時は、一人の人間がデッキの後
方に、少なくとも 6離れて立ち、カッティングデッキを見
てブレードが停止するタイミングを見極めます。もう一
人の人が運転席に座り、カッティングデッキのスイッチ
を切ってからブレードが完全に停止するまでに掛かった
時間を計ります。停止に要する時間が 7秒以上の場
合は、ブレーキバルブの調整が必要です。この調整
は、弊社代理店に依頼してください。

前前前ロロローーーラララののの整整整備備備
前ローラに磨耗や過剰なガタ、固着などが発生して
いないか点検してください。これらの症状が見られた
ら、ローラの整備を行うか、必要部材の交換を行っ
てください。

前前前ロロローーーラララののの分分分解解解
1. ローラ取り付けボルトを外す図 17。
2. ローラハウジングの端部からポンチを差し込み、

ベアリングのインナーレースを均等に叩き込んで、
ベアリングを反対側にたたき出す。インナーレース
のリップが、1.5 露出しているのが適切である。

g011356

図図図 17

1. 前ローラ 3. ベアリング

2. 取り付けボルト 4. ベアリングスペーサ

3. 2つ目のベアリングはプレスを使って抜く。
4. ローラハウジング、ベアリング、ベアリングスペー

サに破損がないか点検する図 17。破損している
部品を交換し、組み立てを行う。

前前前ロロローーーラララののの組組組みみみ立立立ててて
1. 第一のベアリングをローラハウジングに押し込む
図 17。アウターレースのみを押すか、インナー
レースとアウターレースを均等に押すかする。

2. スペーサを入れる図 17。
3. 第二のベアリングをローラハウジングに入れる図

17このときは、インナーレースがスペーサに接

触するまで、インナーレースとアウターレースを
均等に押す。

4. ローラアセンブリをデッキフレームに組み付ける。

重重重要要要ロロローーーラララアアアセセセンンンブブブリリリををを組組組みみみ付付付けけけるるるとととききき、、、1.5 mm
以以以上上上ののの隙隙隙間間間をををつつつくくくるるるとととベベベアアアリリリンンングググののの側側側面面面ににに負負負荷荷荷ががが
かかかかかかりりり、、、ベベベアアアリリリンンングググががが早早早期期期ににに損損損傷傷傷すすするるる恐恐恐れれれがががああありりり
ままますすすかかかららら注注注意意意しししてててくくくだだださささいいい。。。

5. デッキフレームのローラ取り付けブラケットとロー
ラアセンブリとの間のすきまが 1.5 mm以下であ
ることを確認する。隙間が15 mm以上ある場合
は、直径 5/8インチ15.8 mmのワッシャを必要な
だけ入れて隙間を埋める。

6. 全部のボルトを 108 Nm11 kg.mにトルク締め
する。
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保保保管管管
カッティングデッキをトラクションユニットから外した場合
は、必ずスピンドルの上部にスピンドルプラグを取り付
けてホコリや水の浸入を防止してください。
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組組組込込込宣宣宣言言言書書書

モモモデデデルルル番番番号号号 シシシリリリアアアルルル番番番号号号 製製製品品品ののの説説説明明明 請請請求求求書書書ののの内内内容容容 概概概要要要 指指指示示示

30834 315000001 以上
グランドマスター

3500-D/3505-D/4500-D/4700-D
用27インチ・ロータリー
カッティングユニット

CONTOUR PLUS II
CUTTING DECK

27 インチ・ロータリーカッ
ティングユニット

2006/42/EC,
2000/14/EC

2006/42/EC別紙VIIパートBの規定に従って関連技術文書が作成されています。

本製品は、半完成品状態の製品であり、国の規制当局の要求があった場合には、弊社より関連情報を送付い
たします。ただし、送付方法は電子的通信手段によるものとします。

この製品は、製品に付随する「規格適合証明書」に記載されている承認済みのトロ社製品に取り付けることに
よって、関連する諸規制に適合するものであり、そのような状態でなければ使用することができません。

確認済み 権限を有する代表者

Marcel Dutrieux
Manager European Product Integrity
Toro Europe NV
Nijverheidsstraat 5
2260 Oevel
Belgium

Tom Langworthy
エンジニアリング担当取締役
8111 Lyndale Ave. South
Bloomington, MN 55420, USA
10月 7, 2022

 



UK Declaration of Incorporation
モモモデデデルルル番番番号号号 シシシリリリアアアルルル番番番号号号 製製製品品品ののの説説説明明明 請請請求求求書書書ののの内内内容容容 概概概要要要 指指指示示示

30834 315000001 以上
グランドマスター

3500-D/3505-D/4500-D/4700-D
用27インチ・ロータリー
カッティングユニット

CONTOUR PLUS II
CUTTING DECK

27 インチ・ロータリーカッ
ティングユニット

S.I. 2008 No.
1597機械
の安全性、
S.I. 2001 No.
1701 運転音

S.I. 2008 No.1597機械的安全性のSchedule 10に基づいて、関連する技術文書が作成されています。

本製品は、半完成品状態の製品であり、国の規制当局の要求があった場合には、弊社より関連情報を送付い
たします。ただし、送付方法は電子的通信手段によるものとします。

この製品は、製品に付随する「規格適合証明書」に記載されている承認済みのトロ社製品に取り付けることに
よって、関連する諸規制に適合するものであり、そのような状態でなければ使用することができません。

This declaration has been issued under the sole responsibility of the manufacturer.
The object of the declaration is in conformity with relevant UK legislation.

権限を有する代表者

Marcel Dutrieux
Manager European Product Integrity
Toro U.K. Limited
Spellbrook Lane West
Bishop's Stortford
CM23 4BU
United Kingdom

Tom Langworthy
エンジニアリング担当取締役
8111 Lyndale Ave. South
Bloomington, MN 55420, USA
10月 7, 2022

 



Toro 一一一般般般業業業務務務用用用機機機器器器ののの品品品質質質保保保証証証
年間品質保証

保保保証証証条条条件件件おおおよよよびびび保保保証証証製製製品品品

Toro社およびその関連会社であるToro ワランティー社は、両社の合意に基
づき、Toro社の製品「製品」と呼びますの材質上または製造上の欠陥に対
して、2年間または1500運転時間のうちいずれか早く到達した時点までの品
質保証を共同で実施いたします。この保証はエアレータを除くすべての製品
に適用されますエアレータに関する保証については該当製品の保証書をご覧
下さい。この品質保証の対象となった場合には、弊社は無料で「製品」
の修理を行います。この無償修理には、診断、作業工賃、部品代、運賃
が含まれます。保証は「製品」が納品された時点から有効となります。
*アワーメータを装備している機器に対して適用します。

保保保証証証請請請求求求ののの手手手続続続ききき

保証修理が必要だと思われた場合には、「製品」を納入した弊社代理店
ディストリビュータ又はディーラー に対して、お客様から連絡をして頂くことが
必要です。連絡先がわからなかったり、保証内容や条件について疑問があ
る場合には、本社に直接お問い合わせください。

Toro Commercial Products Service Department
Toro Warranty Company
8111 Lyndale Avenue South
Bloomington, MN 55420-1196

952–888–8801 または 800–952–2740
E-mail: commercial.warranty@toro.com

オオオーーーナナナーーーののの責責責任任任

「製品」のオーナーはオペレーターズマニュアルに記載された整備や調整
を実行する責任があります。これらの保守を怠った場合には、保証が受
けられないことがあります。

保保保証証証ののの対対対象象象とととななならららななないいい場場場合合合

保証期間内であっても、すべての故障や不具合が保証の対象となるわけで
はありません。以下に挙げるものは、この保証の対象とはなりません

• Toroの純正交換部品以外の部品や Toro以外のアクサセリ類を搭載して
使用したことが原因で発生した故障や不具合。これらの製品について
は、別途製品保証が適用される場合があります。

• 推奨される整備や調整を行わなかったことが原因で生じた故障や不具
合。オペレーターズマニュアル に記載されている弊社の推奨保守手順
に従った適切な整備が行われていない場合。

• 運転上の過失、無謀運転など「製品」を著しく過酷な条件で使用したこ
とが原因で生じた故障や不具合。

• 通常の使用に伴って磨耗消耗する部品類。但しその部品に欠陥があっ
た場合には保証の対象となります。通常の使用に伴って磨耗消耗する
部品類とは、ブレーキバッドおよびライニング、クラッチライニング、ブ
レード、リール、ローラおよびベアリングシールドタイプ、グリス注入タイ
プ共、ベッドナイフ、タイン、点火プラグ、キャスタホイール、ベアリン
グ、タイヤ、フィルタ、ベルトなどを言い、この他、液剤散布用の部品
としてダイヤフラム、ノズル、チェックバルブなどが含まれます。

• 外的な要因によって生じた損害。外的な要因とは、天候、格納条件、
汚染、弊社が認めていない燃料、冷却液や潤滑剤、添加剤、肥料、
水、薬剤の使用などが含まれます。

• エンジンのための適正な燃料ガソリン、軽油、バイオディーゼルな
どを使用しなかったり、品質基準から外れた燃料を使用したために
発生した不具合。

• 通常の使用にともなう音、振動、磨耗、損耗および劣化。

• 通常の使用に伴う「汚れや傷」とは、運転席のシート、機体の塗装、
ステッカー類、窓などに発生する汚れや傷を含みます。

部部部品品品

定期整備に必要な部品類「部品」は、その部品の交換時期が到来するまで
保証されます。この保証によって交換された部品は製品の当初保証期間
中、保証の対象となり、取り外された製品は弊社の所有となります。部品
やアセンブリを交換するか修理するかの判断は弊社が行います。場合によ
り、弊社は再製造部品による修理を行います。

デデディィィーーープププサササイイイクククルルルバババッッッテテテリリリーーーおおおよよよびびびリリリチチチウウウムムムイイイオオオンンンバババッッッテテテリリリーーー
ののの保保保証証証

ディープサイクルバッテリーやリチウムイオンバッテリーは、その寿命中に放
出することのできるエネルギーの総量kWhが決まっています。一方、バッ
テリーそのものの寿命は、使用方法、充電方法、保守方法により大きく変
わります。バッテリーを使用するにつれて、完全充電してから次に完全充
電が必要になるまでの使用可能時間は徐々に短くなってゆきます。このよ
うな通常の損耗を原因とするバッテリーの交換は、オーナーの責任範囲で
す。本製品の保証期間中に、上記のような通常損耗によってオーナーの
負担によるバッテリー交換の必要性がでてくることは十分に考えられます。
注リチウムイオンバッテリーについてリチウムイオンバッテリーには、その部
品の性質上、使用開始後 3-5年についてのみ保証が適用される部品があ
り、その保証は期間割保証補償額逓減方式となります。さらに詳しい情報に
ついては、オペレーターズマニュアル をご覧ください。

保保保守守守整整整備備備ににに掛掛掛かかかるるる費費費用用用はははオオオーーーナナナーーーががが負負負担担担すすするるるももものののとととしししままますすす

エンジンのチューンナップ、潤滑、洗浄、磨き上げ、フィルタや冷却液の
交換、推奨定期整備の実施などは「製品」の維持に必要な作業であり、
これらに関わる費用はオーナーが負担します。

そそそののの他他他

上記によって弊社代理店が行う無償修理が本保証のすべてとなります。

両両両社社社ははは、、、本本本製製製品品品ののの使使使用用用ににに伴伴伴っっっててて発発発生生生しししうううるるる間間間接接接的的的偶偶偶発発発的的的結結結果果果的的的損損損害害害、、、例例例
えええばばば代代代替替替機機機材材材ににに要要要しししたたた費費費用用用、、、故故故障障障中中中ののの修修修理理理関関関連連連費費費用用用ややや装装装置置置不不不使使使用用用ににに伴伴伴ううう
損損損失失失なななどどどにににつつついいいててて何何何らららののの責責責ももも負負負うううももものののででではははああありりりままませせせんんん。。。両両両社社社ののの保保保証証証責責責任任任ははは
上上上記記記ののの交交交換換換まままたたたははは修修修理理理ににに限限限らららせせせててていいいたたただだだきききままますすす。。。そそそののの他他他にににつつついいいてててははは、、、排排排
気気気ガガガススス関関関係係係ののの保保保証証証ををを除除除ききき、、、何何何らららののの明明明示示示的的的ななな保保保証証証もももおおお約約約束束束すすするるるももものののででではははああありりり
ままませせせんんん。。。商商商品品品性性性ややや用用用途途途適適適性性性にににつつついいいてててののの黙黙黙示示示的的的内内内容容容にににつつついいいてててののの保保保証証証ももも、、、本本本
保保保証証証ののの有有有効効効期期期間間間中中中のののみみみににに限限限っっっててて適適適用用用ささされれれままますすす。。。

米国内では、間接的偶発的損害に対する免責を認めていない州がありま
す。また黙示的な保証内容に対する有効期限の設定を認めていない州があ
ります。従って、上記の内容が当てはまらない場合があります。この保証に
より、お客様は一定の法的権利を付与されますが、国または地域によって
は、お客様に上記以外の法的権利が存在する場合もあります。

エエエンンンジジジンンン関関関係係係ののの保保保証証証にににつつついいいててて

米国においては環境保護局EPAやカリフォルニア州法CARBで定められたエ
ンジンの排ガス規制および排ガス規制保証があり、これらは本保証とは別個
に適用されます。くわしくはエンジンメーカーのマニュアルをご参照ください。
上に規定した期限は、排ガス浄化システムの保証には適用されません。くわ
しくは、製品に同梱またはエンジンメーカーからの書類に同梱されている、エ
ンジンの排ガス浄化システムの保証についての説明をご覧下さい。

米米米国国国とととカカカナナナダダダ以以以外外外のののおおお客客客様様様へへへ

米国またはカナダから輸出された製品の保証についてのお問い合わせは、お買いあげのToro社販売代理店ディストリビュータまたはディーラへおたずねくださ
い。代理店の保証内容にご満足いただけない場合は輸入元にご相談ください。

374-0253 Rev C

 




